
■集団接種会場について
　３・４回目接種（武田／モデルナ社ワクチン）及び小児１・２回目接種（ファイザー社ワクチン）を実
施しています。

■暴風警報・暴風雪警報・特別警報発令時の対応
◎集団接種会場（しあわせ村）
・当日午前７時の時点で発令されている場合、午前の接種は中止
・当日午前 11 時の時点で発令されている場合、午後の接種は中止
・当日午後２時 30 分の時点で発令されている場合、夜間の接種は中止
　なお、振替日については調整でき次第、お知らせします。
◎個別接種会場（各医療機関）
　実施の判断は、各医療機関が行います。接種を中止する場合は、速やかに市ホームページのワクチン特
設サイトに掲載します。
　また、原則として、市または医療機関から中止の連絡をします。
　ご不明な場合は、各医療機関へ直接お問い合わせください。
　なお、振替日については調整でき次第、お知らせします。
■３・４回目接種券の発送について

■タクシーによる送迎支援
　集団接種会場まで行くことが困難な 65 歳以上のひとり暮らし高齢者、高齢者のみの世帯またはそれに
準ずる方について、往復の普通タクシーが市負担で利用できます。
　ご希望の方は、コールセンターへ。
　詳しくは、しあわせ村高齢者支援課へ。
■接種証明書が一部コンビニで取得可能になります（７月下旬頃開始予定）
　コンビニに設置のキオスク端末（マルチコピー機など）で、マイナンバーカードを利用して接種証明書
が取得可能になります。
　詳しくは、広報とうかい８月１日号及び市ホームページに掲載予定です。
■コールセンター（予約専用）の終了
　７月末をもって予約専用コールセンター（電話 0120 ─ 435 ─ 162）を終了します。
　今後の予約・問い合わせは、下記の番号へお電話ください。

▲市のワクチン
　特設サイト

▲予約
　サイト

新型コロナワクチン支援窓口（市役所・しあわせ村）にお越しいただくと、
ワクチン接種の予約や問い合わせへの対応が可能です。

■コールセンター
0120 ─ 123 ─ 912（予約・問い合わせなど）
052 ─ 601 ─ 6555（予約・問い合わせなど）
受付時間：午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日を含む） ▲厚生労働省

　ホームページ

　　　　　　　　　　〇…３・４回目接種（武田／モデルナ社ワクチン）　　◎…小児（ファイザー社ワクチン）

会　場 接種日（祝日を含む）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

　しあわせ村
　健康ふれあい交流館 × 午前〇 × 午後〇

夜間◎ 午後〇 × ×

受付開始時間　・午前…午前９時～ 11 時 15 分（15 分ごと）
　　　　　　　・午後…午後１時 30 分～３時 30 分（15 分ごと）
　　　　　　　・夜間…午後５時 30 分～６時 45 分（15 分ごと）　※小児のみ実施
※小児以外の１・２回目接種や 12 歳～ 17 歳までの方で３回目接種を希望する方は、個別医療機関（ファ
イザー社ワクチン）でのみ接種が可能です。

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ 〔７月６日 （水） 時点〕新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ 〔７月６日 （水） 時点〕

２・３回目接種完了日 ３・４回目接種券発送予定日
～２月 12 日 発送済

２月 13 日～ 20 日 ７月 19 日
２月 21 日～ 26 日 ７月 25 日

２月 27 日～３月２日 ８月１日
※２・３回目接種完了日から５か月以上経過後に接種できるよう順次郵送

ワクチン接種についてワクチン接種について　　
詳しくは、 ワクチン特設サイトをご覧いただくか、詳しくは、 ワクチン特設サイトをご覧いただくか、

コールセンターまたはワクチン支援窓口へ。コールセンターまたはワクチン支援窓口へ。

とうかい市民 ・事業者応援商品券のとうかい市民 ・事業者応援商品券の
発行準備を進めています発行準備を進めています

　市民の生活の応援及び市内小規模事業者を支
援するため、商品券を発行し、全市民に配布し
ます。
●対象者
　８月１日（月）時点で市の住民基本台帳に登
録の届出がされている方　
●商品券の額
　１人につき 3,000 円（500 円券×６枚）　
●利用可能店舗
　参加を希望する加盟店
●使用期間
　11 月１日（火）～５年１月 31 日（火）
●配布方法
　９月下旬から全世帯へ郵送予定
　今後、詳細が決まり次第、随時お知らせします。
　詳しくは、商工労政課へ。

■加盟店募集
　事業の実施に向けて、本事業の参加店舗を募
集します。ぜひ、お申し込みください。
●対象店舗
　売り場面積が 500㎡以下の市内店舗
●申込方法
　東海商工会議所のホームページからダウン
ロードした申込用紙を、東海商工会議所へ持参、
ＦＡＸまたは郵送
●申し込み
　８月１日（月・必着）まで
　なお、期限後に申し込みがあったものについ
ても受け付けますが、パンフレットに店舗情報
が掲載されません。
　詳しくは、東海商工会議所（商工センター内・
電話 0562―33―2811）へ。

　低所得の子育て世帯に、国の子育て世帯生活支援特別給付金が給付されることになりました。
●給付額
　児童１人当たり一律５万円
●対象者（次のいずれにも該当する方・ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く）
① ４年３月 31 日時点で 18 歳未満の児童（障害のある場合は 20 歳未満・５年２月末までに生まれ
た新生児なども対象）を養育する父母など
② ４年度市町村民税（均等割）が非課税の方または新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計
が急変し、４年度市町村民税（均等割）が非課税の方と同様の事情にあると認められる方
●申請期間
　８月１日（月）～５年２月 28 日（火）の午前９時～午後５時（土・日曜日、祝日及び年末年始を除く）
●申請方法
◎４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の受給者及び５年２月末までに生まれた新生児な
どを養育する父母など…申請不要
◎上記以外の方…申請が必要。受付窓口へ
●受付窓口
　市役所福祉・介護保険窓口（１階）〔時期によって変更となる場合あり〕
　なお、ひとり親世帯分の低所得の子育て世帯生活支援特別給付金についても、５年２月 28 日まで
申請を受け付けています。
　詳しくは、市ホームページ、厚生労働省「子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外分）」
コールセンター（電話 0120 ─ 811 ─ 166・月～金曜日の午前９時～午後６時）または受付窓口へ。

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金低所得の子育て世帯生活支援特別給付金 （ひとり親世帯以外分）（ひとり親世帯以外分）
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に
な
っ
た
と
の
声
も
あ
り
、
今
後
の
課

題
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認
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し
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ま
す
。

　

そ
の
課
題
を
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す
る
た
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に
は
、

現
行
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か
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の
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行
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の
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、
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ま
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岡
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が
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ど
市
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を
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答　
近
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、
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外
国
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も
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ろ
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こ

と
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本
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す
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的
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、
各
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治
体
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今
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な
内
容

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
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が
長
期
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す
る
中
で
、
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原
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し
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よ
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２
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、
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者
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な
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発
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な
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し
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し
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っ
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一般質問一般質問

　第２回市議会定例会の一般質問は６月 15 日、
16 日の２日間で 11 人の議員から質問がありま
した。その要旨は次のとおりです。
　なお、紙面の都合上、一部割愛させていただ
きましたので、ご了承ください。

問　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経

済
活
動
の
回
復
へ
の
考
え
方
、

既
に
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
者
・
全
市
民
な
ど

に
対
し
て
の
緊
急
か
つ
機
動
的

な
支
援
策
及
び
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
向
け
た
消
費
喚
起
と
地
域
経

済
活
性
化
の
た
め
の
支
援
策
に

つ
い
て

問　
鉄
道
駅
の
な
い
富
木
島
地

区
や
荒
尾
地
区
に
お
け
る
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
公
共
交
通

整
備
及
び
新
駅
開
業
に
伴
う
ら

ん
ら
ん
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
・
ル
ー

ト
改
正
に
つ
い
て

問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

や
さ
ら
に
広
げ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
の
考
え
に

つ
い
て

令和 4 年第 2 回市議会定例会令和 4 年第 2 回市議会定例会

東海市立コミュニティセンターの設置及び管理に東海市立コミュニティセンターの設置及び管理に

関する条例の制定についてなど関する条例の制定についてなど

15 議案を可決15 議案を可決
　第２回市議会定例会は、６月 14 日～ 28 日の
15日間の会期で開催されました。
　初日の 14 日は、諸般の報告、「令和３年度東
海市継続費繰越計算書について」を始め４件の報
告、「令和４年度東海市一般会計補正予算（第２号）
の専決処分の承認を求めることについて」の承認
の後、「東海市立コミュニティセンターの設置及
び管理に関する条例の制定について」など 12議
案が上程され、提案説明が行われました。
　15 日と 16 日の２日間は、11 人の議員から一
般質問が行われました。
　17 日は、初日に上程された議案に対し質疑が
行われ、それぞれ所管の各委員会に付託されまし
た。続いて、新たに「らんらんバスをもっと便利
にすることを求める請願」が上程され、紹介議員
からの趣旨説明の後、総務消防委員会に付託され
ました。
　各委員会は、21 日から 23 日までの間で開催
され、本会議で付託された議案について慎重に審

査がされました。
　最終日の 28日は、各委員長から議案の審査結
果の報告があり、それぞれ質疑、討論、採決の結
果、12議案は原案のとおり可決され、「らんらん
バスをもっと便利にすることを求める請願」は不
採択となりました。
　続いて、「令和４年度東海市一般会計補正予算
（第４号）」が追加上程され、提案説明、質疑の
後、議案審査のため所管の各委員会に付託されま
した。
　各委員会は本会議の休憩中に開催され、本会議
で付託された議案について慎重に審査がされまし
た。
　本会議再開後、各委員長から議案の審査結果の
報告があり、質疑、討論、採決が行われ、原案の
とおり可決されました。
　続いて、「人権擁護委員の候補者推薦について」
が諮問され、原案のとおり推薦することに異議な
い旨、答申することに決定されました。

２日…議会運営委員会：令和４年第２回
　　　 市議会定例会の運営などを協議
14日…議会運営委員会：人事案件の候補
　　　 者について審査
17日…総務消防委員会：請願の取扱いを
　　　 協議
21日…建設環境経済委員会・付託議案を
　　　 審査
22日…総務消防委員会：付託議案を審査
23日…文教厚生委員会：付託議案を審査
24日…議会運営委員会：第２回市議会定
　　　 例会最終日の運営についてなどを
　　　 協議
　委員会について詳しくは、
ＱＲコードからご覧くださ
い。

市議会だより市議会だより

６月中に開催された６月中に開催された

議会関係の主な会議議会関係の主な会議

■
令
和
４
年
度
東
海
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

◎
補
正
額
⋮
２
億
３
千
600
万
２
千

円
を
増
額

◎
予
算
総
額
⋮
502
億
８
千
316
万
２

千
円

　

主
な
補
正
内
容
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
実
施
す
る
重

症
心
身
障
害
者
生
活
介
護
施
設
の

入
浴
設
備
改
修
費
に
対
す
る
補
助

事
業
、
子
宮
頸け

い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
積
極
的
勧
奨
の
差
控
え
に
よ

り
、
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を
過

ぎ
、
自
費
で
接
種
し
た
者
に
対
す

る
助
成
事
業
な
ど
の
増
額
に
よ
る

も
の
で
す
。

■
令
和
４
年
度
東
海
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶

◎
補
正
額
⋮
６
億
６
千
593
万
千
円

を
増
額

◎
予
算
総
額
⋮
509
億
４
千
909
万
３

千
円

　

主
な
補
正
内
容
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
売
上
が
減
少
し
た
市
内
小
規

模
事
業
者
の
支
援
及
び
市
民
生
活

を
応
援
す
る
た
め
、
市
民
・
事
業

者
応
援
商
品
券
を
発
行
す
る
事
業

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ
イ

ン
ト
還
元
を
実
施
す
る
事
業
な
ど

に
よ
る
増
額
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
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か
ら
の
本
格
導
入
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

答　
こ
の
補
助
事
業
は
、
自
ら
自
転
車

に
乗
車
し
、
交
通
規
則
の
遵
守
及
び
万

が
一
の
交
通
事
故
の
際
に
お
け
る
被
害

軽
減
を
目
的
と
し
て
お
り
、
未
就
学
児

へ
の
対
象
年
齢
拡
充
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
申
請
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
３
月
は
進
学
・
就
職
な
ど
新
生
活

を
間
近
に
控
え
、
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
を
検
討
さ
れ
る
方
も
多

い
こ
と
か
ら
、
３
月
購
入
分
に
つ
い
て

も
申
請
期
間
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
４
年
度
か
ら
改
正
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答　
平
成
15
年
の
支
援
費
制
度
の
導
入

や
、
平
成
18
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
に
伴
い
、
株
式
会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
多
く
の
民
間
事
業
所
が
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
参
入
し
、
障
害

の
あ
る
方
が
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で

必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
提
供
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
特
に
、
生
活
介
護
や
施
設
入
所
支
援

な
ど
施
設
や
設
備
を
必
要
と
す
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
提
供
場

所
の
確
保
や
施
設
・
設
備
の
整
備
な
ど

初
度
に
か
か
る
経
費
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
国
や
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
を
実

施
し
、
充
実
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し

た
。

　
過
去
に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
が

行
う
知
的
障
害
者
の
通
所
施
設
や
授
産

施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

整
備
費
へ
の
補
助
を
行
な
っ
て
お
り
、

こ
の
度
、
重
症
心
身
障
害
者
の
生
活
介

護
事
業
を
市
内
で
唯
一
提
供
し
て
い
る

民
間
事
業
所
に
お
い
て
、
利
用
者
の
増

な
ど
に
よ
り
現
状
の
設
備
で
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
継
続
が
困
難
な
状
況
と
な
る

こ
と
が
判
明
し
、
検
討
を
重
ね
迅
速
な

設
備
改
修
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
、
今
回
の
定
例
会
に
お
い
て
補

正
予
算
と
し
て
提
案
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
障
害

の
あ
る
方
に
と
っ
て
安
心
し
て
日
常
生

活
や
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
国
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間

事
業
者
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

答　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
の
影
響

に
よ
り
、
原
油
価
格
や
物
価
が
高
騰
し

て
い
る
中
、
民
間
の
保
育
所
や
幼
稚
園

な
ど
に
お
い
て
は
日
々
の
運
営
に
苦
慮

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。特
に
、

電
気
・
ガ
ス
料
金
や
食
材
料
費
の
高
騰

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
提
供
さ
れ
て

い
る
給
食
に
か
か
る
経
費
も
増
加
し
て

お
り
、
給
食
費
の
値
上
げ
や
給
食
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
や
量
な
ど
の
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
給
食
に
つ
い
て
は
、
質
と
量
を
そ
れ

ぞ
れ
バ
ラ
ン
ス
良
く
提
供
し
、
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
成
長
・
発
育
と
健
康
保

持
・
増
進
を
図
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
質
を
保
っ
た
給
食
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
物
価
の
高
騰
に
よ
る
給
食
費

へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、
市
内
の
民
間

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保

育
事
業
者
、
幼
稚
園
な
ど
を
対
象
と
し

た
補
助
制
度
を
早
急
に
実
施
で
き
る
よ

う
、県
と
連
携
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

答　
本
市
で
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ

き
、
学
校
給
食
に
か
か
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
光
熱
水
費
な
ど
を
除
い
た
賄
材

料
費
を
原
則
学
校
給
食
を
受
け
る
児
童

ま
た
は
生
徒
の
保
護
者
が
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
給
食
費
の

無
償
化
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答　
３
年
度
に
中
学
生
と
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
の
児
童
に
対
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
行
な
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
現
在
の
詰
襟
学
生
服
と

セ
ー
ラ
ー
服
に
関
す
る
意
見
や
「
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
制
服
」
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
、

デ
ザ
イ
ン
や
新
制
服
決
定
の
場
面
で
、

児
童
生
徒
の
考
え
も
反
映
さ
せ
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て

は
、
郵
便
局
に
よ
り
選
挙
公
報
を
有
権

者
で
あ
る
市
民
の
方
に
お
届
け
し
て
お

り
、
投
票
日
直
前
で
あ
る
３
月
25
日
の

金
曜
日
ま
で
に
は
、
郵
便
配
達
が
可
能

な
世
帯
に
つ
い
て
は
、
お
届
け
し
た
と

郵
便
局
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
理
由
は
不
明
で
す
が
、
市

民
の
方
か
ら
選
挙
公
報
が
届
い
て
い
な

い
と
連
絡
を
い
た
だ
い
た
事
例
が
３
件

あ
り
、
改
め
て
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
か
ら
郵
送
ま
た
は
直
接
お
届
け
し
た

も
の
で
す
。

問　

物
価
高
騰
対
策
に
お
け

る
、
市
内
の
民
間
保
育
施
設
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

問　
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
第
26

条
第
２
項
の
原
則
の
も
と
無
償

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
に
つ
い
て

問　

制
服
の
選
定
に
あ
た
り
、

中
学
校
制
服
検
討
委
員
会
に
出

席
し
な
い
児
童
生
徒
の
意
見
表

明
の
機
会
を
設
け
る
考
え
に
つ

い
て

問　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

お
い
て
選
挙
公
報
を
直
前
の
金

曜
日
ま
で
に
配
布
で
き
な
か
っ

た
地
区
と
そ
の
戸
数
の
把
握
に

つ
い
て

　

質
問
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
策
定
し
て
い
る
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
Ⅲ
に
お
い
て
「
個
性
を
認
め

合
い　

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま

ち
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
性
別
に
関
わ

ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
、
多

様
な
生
き
方
、
働
き
方
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
当
事
者
の
存
在
を
認
め
る

と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
当
事
者
の
生
き
づ
ら
さ
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度
内

容
や
課
題
を
整
理
し
、
ま
ず
は
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は

大
池
公
園
と
そ
の
周
辺
を
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
大
池

公
園
の
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

17
年
度
に
「
大
池
公
園
再
整
備
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
管
理
事
務
所
の
建
て

替
え
や
花
し
ょ
う
ぶ
園
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
行
い
、
現
在
は
園
路
の
改
修

を
進
め
て
お
り
、
３
年
度
末
現
在
で
約

７
割
が
完
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
大
池
公
園
に
は
野
球
場
や

動
物
舎
、
手
す
り
の
無
い
階
段
な
ど
、

改
修
の
必
要
な
施
設
が
ま
だ
多
く
残
っ

て
い
る
状
況
で
す
。さ
ら
に
周
辺
に
は
、

市
役
所
や
農
業
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書

館
や
温
水
プ
ー
ル
な
ど
、
改
修
や
再
編

を
計
画
す
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
池
公
園
と
そ
の
周
辺
施
設
に
つ

い
て
は
、
各
施
設
の
長
所
を
活
用
し
、

不
足
す
る
機
能
を
追
加
し
た
新
た
な

「
再
整
備
計
画
」
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
関
係
各
課
の
職

員
に
よ
る
検
討
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
い
わ

ゆ
る
大
池
公
園
周
辺
の
全
体
構
想
の
具

体
的
な
方
向
性
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
池
公
園

に
つ
い
て
、
周
辺
施
設
と
の
相
互
利
用

に
よ
り
「
ひ
と
を
呼
べ
る
」「
魅
力
あ

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答　
本
市
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
を
始
め
と
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
に
つ
い
て
、
市
民
窓
口
課
窓
口
で

取
り
扱
う
各
種
証
明
書
の
発
行
手
数
料

の
支
払
い
や
、
市
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
納
付
に
お
い
て
導
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
４
年
度
か
ら
は
芸
術
劇
場
の

自
主
事
業
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
に
お

い
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ

る
支
払
い
を
追
加
し
て
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
ほ
か
、
先
行
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
芸
術
劇
場
の
施
設
使
用
料
の

支
払
い
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は
、

接
触
機
会
の
減
少
に
よ
る
感
染
症
な
ど

の
リ
ス
ク
軽
減
に
加
え
て
、
市
民
の
利

便
性
や
事
務
の
効
率
性
・
正
確
性
の
向

上
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
年
度
に
策
定
し
た
公
金
に

お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

方
針
に
お
い
て
、
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
効
果
的
・
効

率
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
５
年
度
ま
で

の
試
行
期
間
で
、
課
題
の
洗
い
出
し
や

費
用
対
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
６
年
度

問　
大
池
公
園
と
そ
の
周
辺
に

お
け
る
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
策
定
及
び
利
用
増
進
の
方
策

に
つ
い
て

問　
市
全
体
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
方
針
に
つ
い
て

問　
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
費
補
助
事
業
の
補
助
対

象
に
小
学
校
就
学
前
の
児
童
を

含
め
る
こ
と
や
申
請
期
間
を
通

年
化
す
る
な
ど
の
制
度
拡
充
の

必
要
性
に
つ
い
て

問　
支
援
を
検
討
し
て
い
る
民

間
重
症
心
身
障
害
者
福
祉
施
設

と
民
間
施
設
に
対
す
る
さ
ら
な

る
支
援
に
つ
い
て

第２回市議会定例会第２回市議会定例会
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　冬の一大イベント・東海ハーフマラソン 2022が３年ぶりに開催されます。
市街地で平坦な道が多く、ランナーにとって走りやすいコースで、普段、車でしか走ることができ
ないコースを走れる開放感を味わえます。
　ほかにも飲食店や特産品販売などのおもてなしブースも予定しています。
　家族や友達同士で誘い合ってご参加ください。
●とき
　12月 11日（日）午前９時～
●ところ
　名鉄太田川駅周辺を発着とする市内コース
●種目
　①ハーフマラソン　② 10㎞　③２㎞
●制限時間
　①３時間　②１時間 30分　③なし
●定員
　① 3,000 人　②③各 1,000 人（いずれも先着順）
　詳しくは、今号と同時配布の「東海ハーフマラソン 2022申込案内書」をご覧いただくか、東海ハー
フマラソン実行委員会事務局（スポーツ課内）へ。

勤労センターの各部屋を学習の場として無料で開放します。
　無料Ｗｉ－Ｆｉも利用可能です。気軽にご利用ください。
●とき
　７月 23 日（土）～ 29 日（金）の午前９時～午後７時
●ところ
　勤労センター（開放する部屋は当日確定）
●対象者
　市内または市近隣在住の 16歳以上の方
●定員
　各部屋の定員数（先着順）
●使用料
　無料
●申し込み
　当日、勤労センターへ
　なお、都合により部屋の開放が中止になる場合がありま
すので、当日お問い合わせください。
　詳しくは、勤労センターへ。

３月末で閉店していた市役
所食堂の定食コーナーが、７
月から新たに営業を開始しま
した。
　麺類コーナー及び喫茶コー
ナーは、引き続き営業してい
ます。
　どなたでもご利用いただけ
ます。
　詳しくは、検査管財課へ。

期間限定

学習部屋無料開放

ダ イ ヤ モ ン ド 婚 者 ・

金 婚 者 を金 婚 者 を 祝 う 会

●規格
・「原爆と人間」…Ｂ２判（73㎝× 52㎝）・
40 枚
・「ヒロシマ・ナガサキ被爆の実相等に関
するポスター」…Ａ２判（59.4㎝× 42
㎝）・18 枚
●貸出期間
　１回の申請につき原則 10 日間まで
●利用料
　無料
●申し込み
　貸出希望日の 14 日前までに規定用紙
を直接企画政策課または市ホームページ
の応募フォームへ（先着順）
　規定用紙は、市ホームページ
からもダウンロードできます。
　詳しくは、申込先へ。

ダ イ ヤ モ ン ド 婚 者 ・ダ イ ヤ モ ン ド 婚 者 ・

祝 う 会祝 う 会

●採用予定日
　５年４月１日
●申し込み
　８月 10日（水）までに職員課へ
●募集職種
◎一般行政職
・一般事務…１人
　高校卒程度の学歴があり、平成 14 年４月２
日以降に生まれた方
・障害者…１人
　高校卒以上の学歴があり、身体障害者手帳など
をお持ちの昭和38年４月２日以降に生まれた方
◎消防職…１人
　高校卒程度の学歴があり、平成 14 年４月２
日以降に生まれた方
◎看護職（再チャレンジ）…１人

　看護師の資格をもち、実務経験が２年以上あ
り、昭和 38年４月２日以降に生まれた方
●試験日程
◎第一次試験　９月 18日（日）
◎第二次試験　10月 14日（金）
●その他
　学歴は卒業見込みを含みます。
　今後の状況により、採用人数や実施内容は変
更する場合があります。
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、
申込先へ。

令和５年度採用 職員を募集令和５年度採用 職員を募集
～高校卒程度 ・ 高校卒以上 ・ 再チャレンジ～～高校卒程度 ・ 高校卒以上 ・ 再チャレンジ～

▲詳しくは、
　こちらへ

市役所食堂市役所食堂
定食コーナー定食コーナー
営業開始営業開始

東 海 ハ ー フ マ ラ ソ ン 2 0 2 2東 海 ハ ー フ マ ラ ソ ン 2 0 2 2
～鉄とランのまち東海市を走ろう！～～鉄とランのまち東海市を走ろう！～

　結婚 60年・50年を迎える夫婦をお祝いします。
●とき
　11月 16日（水）午前 10時～ 11時 30分
●ところ
　市民体育館
●対象者
　式典当日に市内に居住する夫婦で、９月１日以
前から住民登録があり、結婚 60 年または 50 年
を迎える夫婦
●申し込み
　８月 26日（金）までに東海市社会福祉協議会、
しあわせ村高齢者支援課または社会福祉課へ
　なお、本籍が本市にない方は、申し込みのとき
に戸籍抄本を提出してください。
　詳しくは、今号と同時配布の「とうかいの福祉」
をご覧いただくか、東海市社会福祉協議会（電話
052―689―1605）へ。

戦争に関するパネルを戦争に関するパネルを

お貸ししますお貸しします
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70
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
へ
、
７
月
中
旬

か
ら
新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
（
月
）
以
降
、
医

療
機
関
な
ど
に
か
か
る
際
は
、

保
険
証
と
あ
わ
せ
て
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

期
限
の
切
れ
た
高
齢
受
給
者

証
は
、
国
保
課
、
し
あ
わ
せ
村

健
康
推
進
課
ま
た
は
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、

個
人
情
報
に
留
意
の
上
、
自
身

で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

  

詳
し
く
は
、
国
保
課
へ
。

こんなとき　給付が受けられますこんなとき　給付が受けられます

国民健康保険国民健康保険

　
病
院
な
ど
の
窓
口
で
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証（
保
険
証
）を
提
示
す
る
と
、

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
だ

け
で
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
（
表
１
）。

　
な
お
、
子
ど
も
医
療
な
ど
の
福
祉
医

療
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
自
己
負
担
分

が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
食
事
代
は
、
診
療
や
薬
に
か
か
る
費

用
と
は
別
に
表
２
の
自
己
負
担
額
が
必

要
で
、
残
り
は
国
保
が
負
担
し
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
未
満
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
や
70
歳
以
上
の
低
所
得
者
の

方
は
、自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
を
作
っ

た
と
き
や
、
旅
先
で
の
急
病
で
保
険
証

な
し
で
診
療
を
受
け
た
と
き
な
ど
に
申

請
し
て
い
た
だ
く
と
自
己
負
担
分
以
外

が
療
養
費
と
し
て
給
付
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
　

　
国
保
被
保
険
者
の
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
負
担
し
た
額
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て

後
日
給
付
さ
れ
ま
す（
表
３・表
４
の「
自

己
負
担
限
度
額
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
保
課
で
申

請
し
交
付
を
受
け
た
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
へ

提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払
い

を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
で
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
保
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
ま

た
は
死
亡
し
た
と
き
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）

の
行
為
に
よ
る
事
由
で
負
傷
し
た
場
合
、

そ
の
負
傷
に
か
か
る
治
療
費
は
、
加
害

者
が
全
額
支
払
う
こ
と
が
原
則
で
す
。

こ
の
事
由
に
よ
り
、
国
保
被
保
険
者
が

保
険
証
を
使
用
す
る
場
合
は
、
本
来
加

害
者
が
支
払
う
べ
き
治
療
費
を
国
保
が

立
て
替
え
て
い
ま
す
。「
第
三
者
行
為
に

よ
る
被
害
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
国
保
が
後
日
、
加
害
者
に
請

求
し
ま
す
。

　
な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
示
談
を
受
け
入
れ
る
と
、
国

保
が
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
り
、

そ
の
場
合
は
国
保
被
保
険
者
の
方
に
請

表１　医療費の自己負担割合
年　齢 負担割合
０歳～６歳 ２割
７歳～ 69歳 ３割

70歳以上 課税所得 145 万円未満※１ ２割
課税所得 145 万円以上※１ ３割※２

※１ 同一世帯内の 70歳以上 75歳未満の国保被保険者のう
ち最も高い金額の方
※２ 同一世帯に 70歳以上 75歳未満の国保被保険者が１人
の場合は収入が 383 万円未満、２人以上の場合は合計収入が
520 万円未満のとき、２割負担となります

　
　
　
　

お
送
り
し
ま
す

お
送
り
し
ま
す

③③ 

い
っ
た
ん

い
っ
た
ん

　
　

全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

　
　

全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

高
齢
受
給
者
証

高
齢
受
給
者
証

④④ 

高
額
療
養
費
支
給
制
度

高
額
療
養
費
支
給
制
度

⑤⑤ 

出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費

出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費

表 3　高額療養費の自己負担限度額（70歳未満・月額）

所得区分※５ ３回目まで ４回目以降
※６

ア 901万円を超える方
252,600 円＋ 842,000
円を超えた総医療費の

１％を加算
140,100 円

イ 600 万円を超え
901 万円以下の方

167,400 円＋ 558,000
円を超えた総医療費の

１％を加算
93,000 円

ウ 210 万円を超え
600 万円以下の方

80,100 円 +267,000
円を超えた総医療費の

１％を加算
44,400 円

エ
210 万円以下の方
（住民税非課税世帯
を除く）

57,600 円 44,400 円

オ 住民税非課税世帯
の方 35,400 円 24,600 円

※５ 所得＝総所得金額－基礎控除（43万円）
※６ 過去 12か月間に、同じ世帯での支給が４回以上あった場合
の４回目以降の限度額です
　なお、所得の申告がない場合には「所得ア」とみなされますので、
忘れずに申告してください。

表４　高額療養費の自己負担限度額（70歳以上・月額）
摘要区分 世帯ごと（外来+入院）

外来（個人ごと）

現役並み
※７

Ⅲ※11
（課税所得 690
万円以上）

252,600 円 +842,000 円を超え
た総医療費の１％を加算

（年４回目以降 140,100 円※ 10）
Ⅱ

（課税所得 380
万円以上 690
万円未満）

167,400 円＋ 558,000 円を超え
た総医療費の１％を加算

（年４回目以降 93,000 円※ 10）

Ⅰ
（課税所得 145
万円以上 380
万円未満）

80,100 円 +267,000 円を超え
た総医療費の１％を加算

（年４回目以降 44,400 円※ 10）

一般※ 11
18,000 円
（年間上限
144,000 円）

57,600 円
（年４回目以降
44,400 円※ 10）

低所得者 Ⅱ※８ 8,000 円 24,600 円
Ⅰ※９ 8,000 円 15,000 円

※７ 現役並みとは、同一世帯に課税所得が年145万円以上の70
歳以上75歳未満の国民健康保険被保険者がいる方
※８ 低所得者Ⅱとは、同一世帯の世帯主及び国民健康保険被保険
者全員が住民税非課税の方（低所得者Ⅰ以外）
※９ 低所得者Ⅰとは、同一世帯の世帯主及び国民健康保険被保険
者全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年
金の所得は控除額を 80万円として計算）を差し引いたときに０
円となる方
※ 10 過去 12か月間に、同じ世帯での支給が４回以上あった場合
の４回目以降の限度額
　なお、月の途中で75歳になり、後期高齢者医療に加入した方（１
日生まれの方は除く）は、誕生月の自己負担限度額がこの表の２分
の１になります。
※ 11 「現役並みⅢ」・「一般」の方は、高齢受給者証で所得区分が
確認できるため、窓口での支払いを自己負担限度額までとする際
に「限度額適用認定証」を医療機関に提示する必要はありません。

②② 

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

①① 

療
養
の
給
付

療
養
の
給
付

求
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
酒
酔
い
運
転
な
ど
の
違
法
行

為
に
よ
る
傷
病
、
け
ん
か
や
泥
酔
な
ど

に
よ
る
傷
病
、
勤
務
中
・
通
勤
途
中
の

け
が
な
ど
で
労
災
の
適
用
を
受
け
る
場

合
は
国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

収
入
額
に
よ
っ
て
は
申
請
に
よ
り
一
部

負
担
金
の
減
額
・
免
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

❶
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
ほ
か
こ

れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
と

き
、
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
ま
た
は

資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

❷
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
雪
害
な
ど

に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
そ
の
ほ
か
こ

れ
ら
に
類
す
る
事
由
に
よ
り
収
入
が
減

少
し
た
と
き

❸
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、失
業
な

ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

❹
❶
〜
❸
に
掲
げ
る
事
由
に
類
す
る

事
由
が
あ
っ
た
と
き

　
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
国
保
課
へ
。

表２　入院したときの食事代
区　分 １食当たり

一般（下記以外の方） 460 円
住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ※３

90日までの入院 210 円
過去 12か月で 90日を超える入院 160 円

低所得者Ⅰ※４ 100 円
※３ 同一世帯の世帯主及び国保の被保険者全員が住民税非課税の方（所得が０円でも
公的年金の収入が 80万円以上の方は低所得者Ⅱ）
※４ 同一世帯の世帯主及び国保の被保険者全員が住民税非課税で、その世帯の個人ご
との各所得が必要経費・控除を差し引いたときに０円になる方
　なお、住民税非課税世帯及び低所得者Ⅰ·Ⅱの方は「限度額適用・標準負担額減額
認定証」が必要です。

　

    

交
通
事
故
な
ど
に

交
通
事
故
な
ど
に

　
　

遭
っ
た
と
き

　
　

遭
っ
た
と
き

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で

支
払
う

「
一
部
負
担
金
」
の

支
払
う

「
一
部
負
担
金
」
の

減
額

・
免
除
制
度

減
額

・
免
除
制
度
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ご存じですか？　ご存じですか？　　各種医療費助成制度各種医療費助成制度

区　分 対　象　者 助成内容

子ども

０～ 18歳到達の年度の末日までの子ども 通院・入院医療費（保険
診療分）の自己負担額

19歳になる年度開始から24歳になる年度の末日までの子ども
　ただし、大学、専門学校などに在学し、保護者の扶養を受けて
いる方

入院医療費（保険診療分）
の自己負担額

障害者
・身体障害者手帳（１級～３級、腎臓機能障害４級、進行性筋萎
縮症４級～６級）をお持ちの方
・療育手帳（Ａ・Ｂ判定）をお持ちの方
・自閉症状群と診断された方 医療費（保険診療分）の

自己負担額

母子家庭等
次のいずれかに該当する方（①②は父母の所得制限あり）
① 母子家庭・父子家庭の母または父とその児童
② 配偶者に重度の障害のある父母とその児童
③ 父母のいない児童　※児童…18歳になる年度の末日までの方

精神障害者

・全疾患の通院と入院：精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持
ちの方
・精神疾患通院：自立支援医療受給者証（精神通院）をお持ち
の方
・精神疾患入院：精神障害者保健福祉手帳３級をお持ちの方

医療費（保険診療分）の
自己負担額または精神疾
患にかかる医療費（保険
診療分）の自己負担額

東海市特定
疾病患者

東海市特定疾病（慢性気管支炎、気管支ぜん息、ぜん息性気管支炎、
肺気しゅ）のいずれかの患者として市に認定された方（居住期間
に条件あり）

認定疾病にかかる医療費
（保険診療分）の自己負
担額

後期高齢者
福祉医療

後期高齢者医療被保険者で、
① 障害者、母子家庭等・精神障害者、東海市特定疾病患者の要
件に当てはまる方
② 戦傷病者手帳をお持ちの方
③ 精神保健及び精神障害者の福祉に関する法律の規定による措
置入院患者
④ 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律の規
定による結核入院患者並びにこれと同等の条件を有する方
⑤ ひとり暮らし高齢者で市民税非課税の方
⑥ ねたきり高齢者・認知症高齢者（要介護認定４・５など）の方（そ
の者の生計維持者が市民税非課税等の場合のみ）

医療費（保険診療分）の
自己負担額（一部例外あ
り）

妊婦 母子健康手帳の交付を受けている妊娠
中の方

子どもの出生を図るために必要な医療費（保険診
療分）の自己負担額

不育症治療 指定医療機関において、不育症治療が必
要であると認められた方

指定医療機関において受けた保険適用外の不育症
治療及び検査の費用（治療開始から終了までの１
治療期間で、上限 30万円）

未熟児養育
医療

１歳未満の乳児で、指定医療機関によっ
て入院養育が必要であると認められた方

指定養育医療機関で行う未熟児の入院治療のうち、
保険適用となる診察や薬剤、医学的処置、食事療
養費（ミルク代）など

該当する方は、 国保課で申請手続をしてください。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

は
、
す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
し
て

い
た
こ
と
で
、
大
事
に
至
ら
ず

に
済
ん
だ
事
例
が
数
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

警
報
器
が
い
ざ
と
い
う
と
き

に
正
常
に
作
動
す
る
よ
う
に
、
定

期
的
に
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
点
検
方
法

警
報
器
本
体
に
あ
る
ボ
タ
ン

を
押
す
ま
た
は
引
き
ひ
も
を
引

い
て
警
報
音
を
確
認
す
る

●
交
換
時
期

設
置
か
ら
お
お
む
ね
10
年

音
で
交
換
時
期
を
知
ら
せ
る

も
の
や
、
有
効
期
限
が
本
体
に

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が

あ
る
の
で
、
取
扱
説
明
書
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
設
置
場
所

寝
室
、
子
供
部
屋
、
階
段
な
ど

●
販
売
場
所

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
量

販
店
、
防
災
機
器
取
扱
店
な
ど

　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防

課
へ
。

　４月診療分から、主な不妊治療が保険適用になることに伴
い、不妊治療にかかる医療費（保険適用分）の自己負担額が
助成対象になります。
●対象者（次のいずれにも該当する方）
① 夫婦の一方または双方が市内に住所を有していること
② 婚姻の届出をしているまたは事実婚の夫婦であることが
確認できること
③ 医療機関によって不妊治療が必要であると認められたこと
●助成額・助成対象期間
　上限30万円（３月診療分から翌年２月診療分までの１年間）
※４年度のみ４月診療分から５年２月診療分まで
●申請期間
　４年度分は、８月１日（月）から５年３月31日（金）まで
　申請に必要な書類など詳しくは、市ホームページをご覧い
ただくか、国保課へ。

　８月１日（月）は、障害者医療、
後期高齢者福祉医療の「受給者
証」の更新日です。
　該当する方には６月 14日に
申請書を郵送しましたので、国
保課、しあわせ村健康推進課ま
たは文化センターへ提出をお願
いします。
　申請された方には、新しい受給
者証を７月末までに郵送します。
　更新申請がない場合は、医療
費の助成を受けることができな
くなります。
　詳しくは、国保課へ。

●医療機関名
　如来山内科・外科クリニック
（富貴ノ台・電話 052─ 689─ 0900）
●予約の有無
　要（２日前まで）
　詳しくは、しあわせ村健康推進課へ。

　介護・福祉タクシー春風（電話 090
─ 5857 ─ 4278）の福祉タクシー及
びリフト付タクシーが新たに利用でき
るようになりました。
　詳しくは、社会福祉課へ。

住
宅
用
火
災
警
報
器

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
と

維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

追加します追加します

胃がん検診　医療機関胃がん検診　医療機関

変わります変わります

不妊治療費助成制度不妊治療費助成制度

受給者証の更新を受給者証の更新を

お忘れなくお忘れなく

障害者医療 ・障害者医療 ・

後期高齢者福祉医療後期高齢者福祉医療

福祉タクシー・リフト付タクシー福祉タクシー・リフト付タクシー

助成券ご利用の皆さんへ助成券ご利用の皆さんへ



表─６　ダイオキシン類
３年度平均値 環境基準の適否 ２年度平均値

（pg─TEQ／㎥） 適○否● （pg─TEQ／㎥）

名和小学校 0.017 ○ 0.022

市役所 0.021

文化センター 0.019 ○ 0.025

市内平均値 0.018 ─ 0.023
※３年度から測定点を２地点に変更したもの

表─４　浮遊粒子状物質

３年度
平均値

環境基準との対比 日平均値
の２％
除外値

日平均値が 0.10
㎎／㎥を超えた日
が２日以上連続し
たことの有無

環境基準
の適否

２年度
平均値

１時間値が
0.20㎎／㎥を
超えた時間数

日平均値が
0.10㎎／㎥
を超えた日数

（㎎／㎥） （時間） （日） （㎎／㎥） 有●無○ 適○否●（㎎／㎥）
名和小学校 0.015 3 0 0.030 ○ ○ 0.015
上野公民館 0.017 0 0 0.034 ○ ○ 0.017
市役所 0.013 0 0 0.026 ○ ○ 0.015

富木島小学校 0.014 0 0 0.033 ○ ○ 0.015
横須賀小学校 0.016 0 0 0.031 ○ ○ 0.017
加木屋小学校 0.014 0 0 0.028 ○ ○ 0.018
名和町吹付 0.016 0 0 0.030 ○ ○ 0.018
市内平均値 0.015 ─ ─ ─ ─ ─ 0.016

環境基準に環境基準に ─ 3 年度東海市大気測定結果── 3 年度東海市大気測定結果─

　大気汚染の対策として、市では、法令や公害防止協定などに基づき、引き続き工場などの監視・指導に
努めますが、改善には市民の皆さんの協力が不可欠です。自動車を利用するときには不必要なアイドリン
グをしないなど、大気を汚さないよう環境に優しい生活の実践をお願いします。
　詳しくは、生活環境課へ。

　人の健康を守り、生活環境を保全するために維持される
ことが望ましいとされる基準です。年間にわたる測定結果
の評価方法は、次のとおりです。
　なお、降下ばいじんについては、設定されていません。

環境基準とは…環境基準とは…

◎二酸化硫黄
　２％除外値が 0.04ppm以下で、かつ１日平均
値が0.04ppmを超えた日が２日以上連続しない
こと
◎二酸化窒素
　年間 98％値が、0.06ppm以下であること
◎光化学オキシダント
　年間を通じて１時間値が0.06ppm以下である

こと（午前５時から午後８時までの昼間時間帯に
ついて評価する）
◎浮遊粒子状物質
　２％除外値が 0.10㎎／㎥以下であり、かつ１
日平均値が 0.10㎎／㎥を超えた日が２日以上連
続しないこと
◎ダイオキシン類
　年間平均値が 0.6pg-TEQ／㎥以下であること

　
主
に
重
油
な
ど
の
硫
黄
分
を
含
む
燃

料
を
燃
焼
す
る
と
発
生
し
ま
す
。
高
濃

度
の
と
き
は
、
目
の
粘
膜
に
刺
激
を
与

え
る
と
と
も
に
、
呼
吸
機
能
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
物
が
燃
焼
し
て
空
気
中
の
窒
素
と
酸

素
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
る
ほ
か
、
窒

素
分
を
含
む
物
を
燃
焼
す
る
と
き
に
も

発
生
し
ま
す
。
高
濃
度
の
と
き
は
、
目

や
鼻
な
ど
を
刺
激
す
る
と
と
も
に
、
健

康
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
発
生
源
は
、
工
場
、
交
通
機
関
、

家
庭
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

表─１　二酸化硫黄

３年度
平均値

環境基準との対比 日平均値
の２％
除外値

環境基準
の適否

２年度
平均値

１時間値が
0.1ppmを
超えた時間数

日平均値が
0.04ppmを
超えた日数

（ppm） （時間） （日） （ppm） 適○否● （ppm）
名和小学校 0.002 0 0 0.004 ○ 0.001
市役所 0.001 0 0 0.003 ○ 0.001

富木島小学校 0.001 0 0 0.003 ○ 0.001
横須賀小学校 0.002 0 0 0.005 ○ 0.002
加木屋小学校 0.001 0 0 0.004 ○ 0.002
市内平均値 0.001 ─ ─ ─ ─ 0.001

二
酸
化
硫
黄

二
酸
化
硫
黄

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
１

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
１

二
酸
化
窒
素

二
酸
化
窒
素

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
２

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
２

項　目

測定局

表─２　二酸化窒素

３年度
平均値

環境基準との対比
日平均値
の年間
98％値

環境基準
の適否

２年度
平均値

日平均値が
0.06ppmを
超えた日数

日平均値が
0.04ppm以
上0.06ppm
以下の日

（ppm） （日） （日） （ppm）適○否●（ppm）
名和小学校 0.012 0 0 0.029 ○ 0.012
上野公民館 0.014 0 0 0.031 ○ 0.013
市役所 0.011 0 0 0.023 ○ 0.011

横須賀小学校 0.015 0 0 0.029 ○ 0.015
加木屋小学校 0.013 0 0 0.028 ○ 0.012
名和町吹付 0.018 0 3 0.035 ○ 0.020
市内平均値 0.014 ─ ─ ─ ─ 0.014

項　目

測定局

　
大
気
中
の
窒
素
酸
化
物
、
炭
化
水
素

な
ど
が
、
強
い
日
射
を
受
け
、
光
化
学

反
応
を
起
こ
し
生
じ
る
も
の
で
、
高
濃

度
の
と
き
は
、目
を
刺
激
し
、呼
吸
器
、

そ
の
ほ
か
の
臓
器
に
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状
物
質
で

あ
っ
て
、
そ
の
粒
径
が
10
μ
ｍ
以
下
の

も
の
を
い
い
、
大
気
中
に
比
較
的
長
時

表─３　光化学オキシダント
　　　　（午前５時～午後８時の昼間時間帯）

３年度
平均値

環境基準との対比
環境基準
の適否

２年度
平均値

１時間値が
0.06ppmを超え
た時間数

（ppm） （時間） 適○否●（ppm）
上野公民館 0.031 150 ● 0.029
市役所 0.029 154 ● 0.023

横須賀小学校 0.027 152 ● 0.027
加木屋小学校 0.032 219 ● 0.029
市内平均値 0.030 ─ ─ 0.027
※光化学オキシダントは、県内の一般環境大気測定局 62
局すべてで環境基準に適合しませんでした

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
３

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
３

間
滞
留
し
、
高
濃
度
の
と
き
は
健
康
上

影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
生
源
は
、
工
場
、
交
通
機
関
、
家
庭

浮
遊
粒
子
状
物
質

浮
遊
粒
子
状
物
質

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
４

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
４

な
ど
人
為
的
な
も
の
の
ほ
か
、
風
に
よ

る
土
砂
の
舞
い
上
が
り
や
火
山
活
動
、

黄
砂
な
ど
自
然
的
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
大
気
中
の
粒
子
状
物
質
の
う
ち
、
比

較
的
大
き
い
も
の
が
、
重
力
や
雨
の
作

用
で
地
上
に
降
下
し
た
も
の
で
、
発
生

源
は
石
炭
、
重
油
な
ど
の
燃
焼
に
伴
い

大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
も
の
、
風
に
よ

り
土
砂
が
舞
い
上
げ
ら
れ
た
も
の
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
物
の
燃
焼
な
ど
の
過
程
で
非
意
図
的

に
生
成
さ
れ
、
そ
の
毒
性
は
、
一
般
毒

性
、
発
が
ん
性
、
生
殖
毒
性
、
免
疫
毒

性
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

項　目

測定局

項　目

測定局

降
下
ば
い
じ
ん

降
下
ば
い
じ
ん

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
５

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
５

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
６

　
　
　
〈
測
定
結
果
〉
表
─
６

表─５　降下ばいじん

３年度
平均値

２年度
平均値

（t／㎢・月）
一番畑保育園 3.18 2.88
名和児童館 2.72 2.27
名和町吹付 3.67 3.33
名和東児童館 2.56 2.54
上野中学校 2.95 2.17
ソラト太田川 4.47 4.55
文化センター 6.64 7.25
養父児童館・養
父健康交流の家 4.42 4.86

横須賀中学校 3.42 3.71
三ツ池保育園 2.70 2.72
市内平均値 3.68 3.64
加家公民館 4.34 3.63
養父町公民館 6.71 7.81
※加家公民館及び養父町公民館は移
動測定局のため、市内平均値には含
まない

年　度

測定点

・ 二酸化硫黄　 ・ 浮遊粒子状物質・二酸化硫黄　 ・ 浮遊粒子状物質

・二酸化窒素　 ・ ダイオキシン類・二酸化窒素　 ・ ダイオキシン類

・光化学オキシダント・ 光化学オキシダント不適合…不適合…

適適　　　　合…合…

年　度

測定点
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市
で
は
、「
第
６
次
東

海
市
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
人
口
減
少
な
ど

の
急
激
な
社
会
情
勢
の
変

化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
市

政
運
営
を
支
え
て
、
質
の

高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
に
提
供
し
て
い
く
た
め

の
、
行
政
の
「
質
の
改
革
」

の
実
現
を
目
指
し
、
積
極

的
に
行
政
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

３
年
度
は
「
質
の
高
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

「
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
構
築
」「
行
政

資
源
の
最
適
化
の
推
進
」

の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
13

項
目
の
調
査
・
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く

か
、
企
画
政

策
課
へ
。

　
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次

東
海
市
総
合
計
画
で
は
、「
め
ざ
す
ま

ち
の
姿
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
の
進
み
具
合
を
表
す
「
ま
ち
づ
く
り

指
標
」
と
、
そ
の
手
段
と
な
る
市
の
取

り
組
み
の
分
析
な
ど
を
す
る
た
め
の

「
成
果
指
標
」
を
設
定
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
協
働
・
共
創
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
年
こ
れ
ら
の
指
標
の
推

移
に
つ
い
て
分
析
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
次
世
代
に
夢
と
希
望
を

つ
な
ぎ
、
安
心
・
安
全
で
心
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
進
み
具
合
を
確
認
す

る
た
め
、
49
の
「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」

と
162
の「
成
果
指
標
」を
設
定
し
、毎
年
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
種
統
計
調
査
な

ど
に
よ
っ
て
算
出
し
た
数
値
が
、
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
分
析
し
て
い

ま
す
。

　
３
年
度
の
現
状
値
は
、
24
年
度
の
基

準
値
と
比
べ
て
、
69
％
の
指
標
が
改
善

し
、
２
％
の
指
標
が
横
ば
い
、
28
％
の

指
標
が
悪
化
し
ま
し
た
。

　
詳
し
い
現
状
値
の
一
覧
は
、
企
画
政

策
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
市
役
所
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
１
階
）、
し
あ
わ
せ
村
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
横
須
賀
図

書
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
上
野
公

民
館
、
市
内
15
箇
所
の
公
民
館
・
市
民

館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
へ
。

　
市
で
は
、
27
年
度
に
「
東
海
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
Ⅲ
」
を
策
定
し
、「
個

性
を
認
め
合
い　
い
き
い
き
と
活
躍
で

き
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
・
事

業
者
・
市
が
協
力
し
て
男
女
共
同
参
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
の
数
値
を
基
準
値
と
し
て
、

毎
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
「
現

状
値
」、
達
成
の
目
安
と
し
て
「
め
ざ

そ
う
値
」
を
設
け
、
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
度
の
現
状
値
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。
26
年
度
の
基
準
値
と
比
べ
て
、

67
％
の
指
標
が
改
善
し
、
33
％
の
指
標

が
悪
化
し
ま
し
た
。

　
現
状
値
の
一
覧
は
、
女
性
・
子
ど
も

課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
女
性
・
子
ど
も
課
へ
。

基準値に対する３年度現状値の改善・
悪化などの状況

項　目 指標数 割　合
改善した指標 145 68.7％
横ばいの指標 4 1.9％
悪化した指標 60 28.4％
その他 2 0.9％
計 211 100％

※「その他」は、現時点では数値が把握できない指標
※小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、
合計が100.0％にならないことがあります

基準値に対する３年度現状値の
改善・悪化などの状況
項　目 指標数 割　合

改善した
指標 12 66.7％

悪化した
指標 6 33.3％

計 18 100％

行
政
改
革
を

行
政
改
革
を

進
め
て
い
ま
す

進
め
て
い
ま
す

総
合
計
画
の
進
み
具
合

総
合
計
画
の
進
み
具
合

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

総
合
計
画
に
関
す
る

総
合
計
画
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

男
女
共
同
参
画
の
進
み
具
合

男
女
共
同
参
画
の
進
み
具
合

ひ
と　

夢　

つ
な
ぐ　

ひ
と　

夢　

つ
な
ぐ　

安
心
未
来
都
市
の
実
現

安
心
未
来
都
市
の
実
現
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